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日本産 Rhus 属樹種の果實に於ける蝋の含有量

並 に収量 に關する組織の定量的研究1)

原 田 盛 重

(昭和十六年四月三十日受理う

1.緒 言

日本産Rhus圏 樹種中,果 實の中果皮に蝋を有するものはハゼ ノキ,ヤ マハゼ,ウ ルシノキ,

ツタウルシ及び ヤマウルシな り。共等の中,ハ ゼノキは葡萄櫨 ・伊吉櫨 ・昭和幅櫨等の品種に

蝋の含有量が多く,ウ ルシノキの果實に於て も多 くの蝋を有 し,共 等の果實より搾 りたる木蝋
む

俸は種々の用途に供せられ林業の副産物 として主要なるものな り。

木蝋に就ては 古 くより研究せ られ 外國にあ りては 蝋の性状に關する研究多 く

及び 氏等によりてな され,我 國にあ りては木蝋

の二塩基性酸に就ては辻本(9,10,11)氏 により,木蝋中の色素の研究は佐久間(7)氏 により,

木蝋の漂白に關する研究は佐久間及び百瀬(8)氏 によりてなされた り。

猶蝋の収量 に關 しては辻本(13)氏 がハゼ ノキ,ヤマハゼ,ウルシノキ,ツ タウル シ及びヤマウ

ルシの 一定質量の,果實に於て 中果皮 ・核 ・蝋の質量を測定 しその結果を発表せらるる所あ り,
ノ

然れ ども同氏の研究は単に質量の測定のみに止ま りその結果を表示するに過 ぎず。日本林學會

誌にみる'此種の発表 も単に一定量の果實より搾 りた る蝋の収量 並に収量の果實に対す る 百分

牽を示 し居るに過 ぎざるな り。以上の文献に徴 し余(3・4)は 果實の解剖をなし写本産 属

樹種に於て蝋の含有量の多少 と紅織 との關係を明かに し,猶又 果實 ・中果皮 ・種子の容積測定

の外に質量測定をなしその成績を逐次 日本林學會誌に発表 ぜ り。余(2)は 婁に九大農學部學

藝雑誌第八巻第四號に於て 日本産Rhus島 樹種の果實に於ける蝋分の発生 経過 とその性状 に

就て述べたれば今度はこれに引績 き日本産RhPtS薦 樹種の 果實に於ける蝋の含有量並に収量

に關す多組織の定量的研究を茲に発表 し,もつて蝋の含有量により優良品種 と不良品種 との異

なる点を明かに し櫨樹の品種改良に資せんとするものなり。

II。 材 料 及 び 研 究 方 法

本研究材料としては果實の大なるハゼ ノキより果實の小なるツタウルシ,ヤ マウルシに至み

(1), MEYER (5),  MOBIus (6) WIESNER (12)
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まで,叉 その中間の大 さとしては.ウルシノキの果實並にそれ より鵬々小なるヤマハゼの果實を

用ひた り。ハゼノキに於てな果實の最 も大なる葡萄櫨並にそれ より梢小なる伊吉櫨 と昭和福 櫨

の果實を用ひた り。

何れの樹種に於て も成熟直前の果實 と成熟乾燥せるもの との二種を選びた り。前者は果實の

解剖に適するをもつて主として中果皮に於ける組織の観察試料 とな し,中果皮の厚 さ及び断面

積 ・中果皮にある樹脂道 ・維管束の数 及びその断面積を測定 し,中 果皮の面積より樹脂道 ・維

管束の面積を差引 し,それよ り蝋を含有する中果皮面積を求めた り。面積測定にはプラニメー

ター及び ミクロメーターを使用せ り。後者即ち乾燥果實に於ては 果實 ・中果皮 及び 種子の容

積,質 量を測定する外その中果皮より蝋を抽出 し蝋の収量 を求めた り。各樹種 とも1回 の實験

に果實1粒 づっ10粒 若 くば 同時に10粒 を用ひ その平均 値を求めた り。寄積測定には比重瓶

により,ア ルキメデス原理に基 きて計算ぜるものに して果實の容積より種子容積を差引 し中果

皮の容積を求め,猶 蝋の収量 が果實の質量に対す る比率を求め,共 のほか果實 ・中果皮及び種

子の容積 ・質量 曲線を書き,蝋 を有する中果皮と果實及び種子の容積 ・質量との關係を明かに

せ り。抽出せる蝋の容積測定は困難なると共に 實際商取引に於て 容積は用ひらるることなく,

質 量のみ使用せらるるをもつて 抽出せる蝋に限 りて 質量のみを測定 し從つて 質量曲線のみを

圖表に表示せ り。

、以上の如 く日本産属 の各樹種に亘 りて果實に於ける 組織の定量的研究をな したるが

果實の大 さは 同一樹種に於て も立地等により異なるを もつて 余の實験の範囲 に於て以下その

成績を述べんとするものな り。

III.研 究 成 績

'A)果 實
の解剖學的観察

何れの果實に於て も成熟乾燥せるものの中 果皮は蝋分をもつて充満 し,た めに組織は脆 く解

剖學的観察は困難なれば成熟 乾燥直前の ものに遡 りて 果實の 中果皮の 大 さ●樹腺道.維 管束

の厳及び共の大 さを槍せるに次の如 し。

a)中 果皮の厚 さ及びその断面積

中果皮の厚 さは その部位によ りて 一様ならざるをもつて横断面に於て種子を中心としその

り

左側部 ・右側部 ・上側部及び 下側部に分ちその厚 さの平均 を求めたるに ハゼ ノキに於て葡萄

櫨 ・昭和輻櫨 ・伊吉櫨・ハゼノキ以外の樹裡に於てはウル シノキ,ツ タウルシ,ヤ マハゼ,ヤ マ

ウルシの順位な り。次に果實の縦断面に於て も同様に種子の左側部 ・右側部 ・尖端部及び基部
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の厚 さの平均 を求めたるにハゼノキに於ては葡萄櫨 ・昭和福櫨 ・伊吉櫨 ハゼノキ以外の樹種

に於ては ウルシノキ,ツ タウルシ,ヤ マλ・ゼ,ヤ マウルシの順位なり。以上によ りてみるに果

實の断面に於ける 中果皮の厚さは果實の大なる 葡萄櫨が最 も大に して果實の小なる ツタウル

シ・ヤマハゼ,ヤ マウルシは小な り・而 して果實が中間の 大さなる伊吉櫨 ・昭和福 櫨 ・ウルシ

ノキに於ては中果皮の厚さに於て も同様にそれ等の中間の大 さな り(第 一表参照)。

次に中果皮の横断面に於ける平均面積の大 さは ハゼノキに於ては葡萄櫨 ・昭和福 櫨 ・伊吉

櫨,ハ ゼ ノキ以外の樹種に於てはウルシノキ,ヤ マハゼ,ツ タウルシ,ヤ マウルシの順位な り。

中果皮の厚 さに於ける場合 と同じくハゼ ノキに於て葡萄櫨が最 も大,ハ ゼノキ以外の樹種にあ

りてはウルシノキが最 も大,こ れに反 して ヤマウルシは最も小な り。共等の中昭和福櫨の果實

は伊吉櫨の果實より梢小なれ ども中果皮の厚 さ及び面積は伊吉櫨の それ より大なり(第 二表

滲照)。

b)果 實の 中央横噺面に於ける中果皮内の樹脂道の数 及びその面積

果實の中果皮には多くの樹脂道を有 しその樹脂道 は 果實の発育 するに從ひて その周蓬に柔

膜細胞鞘を有するに至る ものなるが,果 實が成熱するに從ひてその柔膜細胞鞘は大部分破壊 さ

れ,そ のため樹脂道の噺面積を増加 し,蝋 を含有する中果皮の断面積と密接なる關係を有する

をもつて,成 熟直前の中果皮に於ける樹脂道の数 と樹脂道の噺面積 とを測定せるものなるが,

前述せるが如 く細胞鞘は後に大部分破壊 され樹脂道の一部をなすをもつて,成 熟乾燥前の もの

に於て細胞鞘を樹脂道の一部 と見徹 しその断面積を測定せ り。中央横断面に於ける樹脂道の雫

均数 はハゼノキの果實に於て伊吉櫨が比較的多 く,次 は葡萄櫨 ・昭和福櫨な り。ハゼノキ以外

の樹種にあ りてはヤマハゼが多 く次はウル シノキ,ヤ マウル シ,ツ タウルシの順位なり。

次に果實の中央横断面に於ける 個々の樹脂道の平均 断面積を求む るに ハゼ ノキに於ては葡

萄櫨が大次は伊吉櫨 ・昭和福櫨 な り。ハゼノキ以外の樹種区於てはツタウルシが最 も大,次 は

ウルシノキ,ヤ マハゼ,ヤ マウル シの順位な り。此等の樹脂道の断面積に前述の樹脂道の総数

を乗 じ全樹脂道の合計面積に換算すればパゼノキに於ては葡萄櫨が最も大,次 は伊吉櫨 ・昭和

福櫨な り。ハゼノキ以外の樹種に於てウルシノキ,ヤ マハゼ,ツ タウルシ,ヤ マウルシの順位

な り(第 二表参照)。

以上によりてみるに ハゼノキ に於て昭和福櫨 が 樹脂道の総面積に於て最 も小な り。これは ＼

昭和幅櫨の果實は 比較的小なるも蝋の含有量が他の品種に比 して 割合に多き一因をなす もの

な り。ハゼノキ以外の樹種に於て ツタウルシが特に他の もの と異なり極めて大なる樹脂道が



存在するも,樹 脂道の数 は極めて僅かな り,そ のため個々の樹脂道の断面積に於ては 日本産

RhUS囑 樹種中第一位なれ ども総噺面積に於ては第六位な り6

樹脂道の総断面積が中果皮面積に対す る比率をみるに葡萄櫨 と伊吉櫨とは19,昭 和福櫨11

%な り。ハゼノキ以外の樹種に於てはヤマハゼ31・ ツタウルシ28・th 一ルシノキ21・ ヤマウル

シ3.7%な り。ハゼノキに於ては昭和福櫨,ハ ゼノキ以外の樹種に於てはヤマウルシが樹脂道

の占有面積僅少なり。

c)維 管束の数 及び其の断面積

威熟直前の果實に於て 中果皮の維管束は何れの果實に於て も樹脂道の柔膜細胞鞘の周邊に

存在す,然 れども蝋分発生 のたあに小なる維管束は分明ならざるものあ り。多 くの樹脂道中た
●

は維管束附随を認め得ざるもの 或は1個 若 くば数個 を認め得る ものあ りて 一定せざる も¥均

1樹 脂道に1個 の大なる維管束を伴ふが如 し6果 實に於ける維管束の平均数 はハゼノキに於て

は伊吉櫨 ・葡萄櫨 ・昭和福櫨 の順位となり昭和福櫨 が比較的少数な り。ハゼノキ以外の樹種

に於てはヤマハゼ,ウ ルシノキ,ヤ マウルシの順位な り・。 ツタウルシは蝋のた めに成熟直前の

果實に於て も維管束は全 く認められず。此等の維管束 中,飾 管部は比較的早く蝋分をもつて填

充せらるるも導管部は成熟 せるものに於て も蝋分を有せず,故 に以下述 蕊る維管束 とはその導

管部を云ふ ものなり。

維管束の平均 断面積はハゼノキに於て葡萄櫨が最も大,次 は伊吉櫨 ・昭和幅櫨な り。ハゼノ

キ以外の樹種に於てはウルシノキ,ヤ マハゼが大に して,次 はヤマウルシなり。中巣皮に於け

る維管束の総断面積の大さは葡萄櫨が最 も大,次 は伊吉櫨 ・昭和福櫨 の順位な り。ハゼノキ以

外の樹種に於てはヤマハゼが最 も大に して ヤマウルシが最も小な り。維管束の漸面積が中果

皮面積に対す る比率 をみるに ハゼノキに於ては葡萄櫨と伊吉櫨とは4,昭 和福櫨1%な り。

ハゼノキ以外の樹種に於ては ヤマハゼ3,ヤ マウルシ1.9,ウ ルシノキ1・5%な り。以上によ

りてみるに 何れの樹種の果實に於て も維管束断面の占有面積は樹脂道のそれに比 して極めて

僅かな り(第 二表参照)。

d)蝋 を含有する中果皮断面積

樹脂道並に維管束の断面積合計の大 さはハゼ ノキに於て葡萄櫨 ・伊吉櫨 ・昭和福櫨,ハ ゼノ

キ以外の樹種に於てはウルシノキ,ヤ マハゼ,ツ タウルシ,ヤマウル シの順位な り。樹脂道並に

維管束総断面積が中果皮断面積に対す る比率に就てみるに ハゼノキに於て 伊吉櫨と葡萄櫨と

tzlr.23,昭和福櫨12%な り。ハゼノキ以外の樹種に於てはヤマハゼ34,ツ タウルシ28,ウ ル



シノキ22,ヤ マウルシ5.6%な り。

以上によ りてみるに中果皮に於て 蝋を含有せざる部分の中果皮に対す る割合は ハゼノキに

於て昭和福櫨,ハ ゼノキ以外の樹種に於てヤマウル シが最 も小なり。ツタウルシは蝋分のため

に維管束 を全 く認め得ざるをもつて 維管束断面積の計算より除外せるにも拘 らず上記の比率

が ハゼノキ 以外の樹種に於て第二位となれ るは樹脂道の極めて大なるものが存在するに起因

する"もの なり。

中果皮噺面積より樹脂道並に維管束噺面積を差引きしたる部分,換 言すれぽ中果皮蝋質部噺

面積の大さはハゼノキに於ては葡萄櫨が最も大,次 は昭和福櫨 ・棚吉櫨な り。ハゼノキ以外の

樹種に於てはウルシノキ,ヤ マハゼ,ツ タウルシ,ヤ マウルシの順位な り(第 二表参照)。此の.

部分に於ては何れの樹種の果實に於て も蝋細胞が存在 し,その中に蝋分を有す。

蝋細胞は極めて小に してその大さは一定せず。葡萄櫨 ・伊吉櫨 ・昭和福櫨 の蝋細胞は大 さ略

々相類似 し比較的大なるも,ヤ マハゼはこれ より稍々小,ヤ マウルシは遙に小なり。

以上の如 く果實の中果皮の解剖學的観察によれば 中果皮が大に して 樹脂道並に維管束の数

が少 く且小に して 蝋を含有する部分の面積が大なれば 果貰 は馨へ小にて も蝋の含有量は比較

的多きもの と考へらるるをもつて 昭和福櫨 の如 きは 此の勲よりみる も優良種たることを知 り

得るなり。葡萄櫨の如 きは果實が大に して中果皮の大 さも同様に大なれ ども樹脂道 ・維管束の

数が多く且大なるをもつて果實の大なる割合に蝋の含有量は比較的少なきが如 し。成熟乾燥直

前の果實の中果皮に於ける解剖學的観察結果を糸合表示すれば次の如 し。

第 一 表 成熟乾燥 直前の果實 ・中果皮 ・穂子 の大 さ

葡 萄 櫨

伊 吉 櫨

昭 和福櫨

ウ ル シ ノキ

ヤ マ ハ セ

ツ タ ウ 〃シ

ヤ マ ウrレシ



第 二 表 果實の中央横断面に於ける樹脂道,維管束の数並に断面積

萄 萄 櫨

伊 吉 櫨

昭 和福 櫨

ウ ルシノキ

ヤ マ ハ ゼ

ツタウルシ

ヤ マクル シ

B)果 實 ・中果皮 。種子の容積 ・質量並に蝋の収量

a)果 實の容積並に質量

日本産Rhas属 樹種の成熟 乾燥せる果實の平均の大 さはハ1ビノキに於ては葡萄櫨,伊 吉櫨,

昭和福櫨,ハ ゼ ノギ以外の樹種に於ては ウルシノキ,ヤ マハゼ,ツ タウルシ,ヤ マウルシの順

位な り。

果實の平均容積に於てはハゼノキは葡萄櫨が最も大,次 は伊吉櫨 ・昭和福櫨 な り。ハゼノキ

以外の樹種に於てはウルシノキが最 も大,次 はヤマハゼ,ツ タウル シ,ヤ マウル シなり。果實

の平均 質量 もハゼノキに於て葡萄櫨が最も大,次 は伊吉櫨,昭 和福櫨 なり。ハぜノキ以外の樹

種に於てはウルシノキが最 も大,次 はヤマハゼ,ツ タウルシ,ヤ マウル`シな り(第 三表参照)。

b)種 子の容積並に質量

日本産 属樹種の成熟 乾燥せる果實内にある種子の 平均の大さ(幅 ・高 ・厚の積)に

就てみるにハゼノキに於ては葡萄櫨が最 も大,次 は伊吉櫨 ・昭和福櫨 に して昭和福櫨 は伊吉櫨

に比 して梢々小な り。ハゼノキ以外の樹種に於てはウルシノキが最 も大に して,次はヤマハゼ,

ヤマウルシ,ツ タウルシとな り,ツ タウル シの種子は果實の場合 と異なりヤマウルシよ り鞘々

小な り。種子の平均 容積に於てはハゼノキは葡萄櫨が最も大,次 は伊吉櫨 ・昭和福櫨 な り。ハ

ゼノキ以外の樹種に於てはウルシノキ,ヤ マハゼ,ヤ マウルシ,ツ タウルシの順位な り。ハゼ

ノキに於ける種子の平均 質量も葡萄櫨が最 も大,次 は伊吉櫨 ・昭和福櫨 な り。ハゼノキ以外の

樹種に於てもウルシノキが最 も大1として,次 はヤマハゼ,ヤ マウルシ,ツ タウルシの順位にそ

の量を減ず(第 三表参照)。

Rhus



以上によりてみるに 伊吉櫨は果實の容積並に質量に於ては昭和福櫨 より梢々大なるに過 ぎ

ざれども,種 子の容積 ・質量に於ては昭和福櫨 より一層大なるをみる。ハゼ ノキ以外の樹種に

於てはヤマハゼ及び ヤマウルシが果實の大さの割合に種子が大な り。斯の如 く緯子の大 さが果

實の大 さの割合に大なることは中果皮の小なることを示 し,蝋の含有量 と密接なる關係を有す。

c)蝋 を有する中果皮の容積並に質量

次に日本産Rhus屡 樹種の成熟乾燥せる果實に於て 蝋 を有する 中果皮の容積 ・質量に就て

みるに,一 般に果實の容積 ・質量を増せぱ中果皮の容積 ・質量 も亦増加するものなり。蝋を含

む中果皮の平均 容積に於てはハゼ ノキは葡萄櫨が最 も大,次 は昭和福櫨,伊 吉櫨な り。'ハゼZ

キ以外の樹種に於ては ウルシノキが最 も大,次 はヤマハゼ,ツ タウルシ,ヤ マウル シなり。平

ノ

均質量に於て もハゼノキは葡萄櫨が最 も大,次 は昭和福櫨,伊 吉櫨 ハゼノキ以外の樹種に於

てはウルシノキが最 も大,次 はヤマハゼ,ツ タウル'シ,ヤマウルシの順位な り。

以上によりてみるに ハゼ ノキに於て 葡萄櫨は中果皮の容積 ・質量が果實及び種子に於ける

場合と同じく第一位な り。昭和福櫨 は果實及び種子の容積 ・質量に於ては第三位なれ ども中果

皮の容積 ・質量に於ては葡萄櫨に次 ぎ第二位な り。ハゼノキ以外の樹種に於てはウルシノキが

第一位,ヤ マハゼが第二位な り。ヤマウルシは種子の容積 ・質量に於ては第三位なれども中果

皮の容積 ・質量に於ては第四位なり。ツタウルシはこれに反 し種子の容積 ・質量に於ては第四

位なれ ども中果皮の容積 ・質量に於ては第三位な り。以上の如 く定量的實験結果よりみて中

果皮の大 さは果實 .・種子の大さと密接なる關係を有 し,殊 に種子との關係に於て然 りとし,昭

和福櫨 が量的に優良なることが明かなり。

d)蝋 の収量

前蓮のハゼ ノキの各品種,ハ ゼノキを除 く他の樹種の果實に於て中果皮の厚 さ・中果皮蝋質

部の断面積の大 さ並に 果實 ・中果皮 ・種子の容積及び 質量の測定等 より蝋の含有量を推定す

るに日本産Rhus薦 樹種中・最 も蝋の含有量の多きは葡萄櫨tzし て・次は昭和福櫨 ・伊吉櫨 ・

ウルシノキ ・ヤマハゼ ・ツタウルシ及び ヤマウルシの順位なるが如 し。此の含有量に關する

推定 と蝋の収量 との關係を検するためにハゼノキの各品種,ハ ゼノキを除く各樹種の成熟 乾燥

せる果實より中果皮を分離 しエーテル抽出法によ り蝋を抽出せ り。勿論蝋の収量 は同一樹種に

於ても立地共の他a?關 係により差異あるものなるが 余の實験せる範囲 に於ては 一粒の平均 牧

量はハゼノキに於て葡萄櫨が最 も多 く,次 は昭和福櫨 ・伊吉櫨の順位 とな り,ハ ゼノキを除く
ひ

他 の 樹 種 に 於 て は ウル シ ノキ,ヤ マ ハ ゼ,ツ タ ウル シ,ヤ マ ウル シの 順 位 な り 。収量 が 果 實 ・



質量に対す る百分率はハゼ ノキに於て昭和福櫨 が最 も多く,ハ ゼノキ以外の樹種にあ りては ツ

タウル シが最 も多 きをみた り(第 三表参照)。●

次に日本産Rhus圏 樹種の果實 ・中果皮 ・種子の容積 ・質量並に蝋の収量 等を表示すれば

次の如 し。

第 三 表 成熟乾燥ぜる果實・中果皮・種子の容積質量並に蝋の収量

葡 萄 櫨

伊 吉 櫨

昭 和福櫨

ウル シノキ

ヤ マ ハ ゼ

ソタ ウルシ

ヤ マウ 〃シ

以上の實験結果よりこれをみるに 中果皮の解剖學的観察 と果實 ・中果皮及び 種子の容積3

質量測定結果による蝋の含有量の推定と蝋の収量 とが互に平行 的關係にあるを知る。

IV.総合 考 察 及 結辞

口本産Rhus属 樹種に於て蝋を有する中果皮の容積 ・質量は ハゼノキに於て葡萄櫨が最 も

大,次 は昭和福櫨,伊 吉櫨な り。ハゼノキ以外の樹種に於てはウルシノキが最 も大,次 はヤマ

ハゼ,ツ タウルシ,ヤ マウルシの順序な り。昭和両櫨及はツタウルシは果實の大さの割合に中

果皮が大なり,こ れに反 してヤマハゼ,ヤ マウル シは果實の割合に小な り。蝋の収量 はハゼノ

キに於て葡萄櫨が最も多 く,ハ ゼノキ以外の樹種に於てはウルシノキが最 も多きも蝋の収量 が

果實の質量に対す る比率 はハゼノキに於ては昭和福櫨,ハ ゼノキ以外の樹種にあ りてはツタウ

ル シが最 も大に してヤマハゼ,ヤ マウルシ小な り,而 して蝋の収量 は果實の大 さ及び中果皮の

大 さと並行的關係にあ り。中果皮の大さは果實,殊 に種子の大さと密接なる關係を有す。一般

に何れの樹種の果實に於て も中果皮の容積は種子の容積より常に大なれども,質 量に於てはこ

れ と異なり,葡 萄櫨 ・昭和福櫨 等の品種に於ては中果皮の質量が種子のそれ より大,こ れに反

して果實の比較的小なるウルシノキ,ヤ マハゼ,ヤ マウル シに於ては余の實験の範囲 に於てツ

タウルシに例外あるをみた毎 も其の他の樹種は中果皮の質量が租子のそれ より小なり。此れは



蝋の含有量及び収量 にも關聯 し果實の大さが 中果皮 ・種子の大 さに影響する特殊關係なるが

如 し。

蝋の収量 率の多少は これ等組織相互の 大 さの關係によりて定ま り昭和福櫨 が定量的にみて

優良品種なることはこれによりて 自から明か となる。以上の事實により吾人は 含有量未知の

果實に就て その含有量の多少を知らんとするには成熟 直前の果實の中 果皮に於て 蝋の 占有面

.積を算出する外,成熟 乾燥せる果實 ・中果皮 ・種子の容積,質 量を測定 し,そ れ等相互の大 さ

の關係により供試材料に於ける蝋の含布量の多少を判定 し得べ し。本法は供試材料が少量にて

も可なるべく叉優良品種と不良品毬め蝋の含有量に關する 果實の組織的性欺が 明かとなるを

もつて 優良品種発見 の擦点 を與ふべ く從つて此種樹種に於ける果實の品種改良に資する所あ

らんと信ず。
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QUANTITATIVE INVESTIGATIONS OF THE TISSUE OF RHUS 

FRUITS FOUND IN JAPAN WITH SPECIAL REFERENCE TO 

            THEIR WAX CONTENT

 (Resume) 

Morisige HARADA

   The greater or less content of wax in Japanese Rhus fruits can estimated 

by measuring the area of tissue containg wax in the section of mesocarp 

just before their full ripeness. On the other side, if we measure the volume 
and weight of mesocarp and seed in the fruit when dry and ripe, as com-

pared with the weight and volume of the fruit itself, we can judge much 
clearer the greater or lesser content of wax in the mesocarp' by noticing 

the relative size of the mesocarp. 

   According to my measurement, the volume and weight of the mesocarp 

in the fruit of Japanese Rhus plants are the greatest in the BudOhaze, next 

in rank come Showaf ukuhaze and Ikihaze, subspecies of Rhus succedanea; 
while among the other Rhus plants excepted Rhus saccedanea, Rhus verni-

cifera shows the largest volume and weight, and next in order come Rhus 

silvestris, Rhus Toxicodendron var. vulgaris and Rhus trichocarpa. 

   The mesocarp of Showafukuhaze, subspecies of Rhus succedanea, and 

Rhus Toxicodendron var. vulgaris are large in proportion to the size of the 
fruit, but on the contrary in Rhus silvestris and Rhus trichocarpa the meso-

carp is small in comparison. 

   The content of wax extracted from the fruit is the largest in the fuit 

of the Budohaze among the Rhus succedanea subspecies, and in the 
fruit of Rhus vernicifera among all other Rhus plants. The percentage yield 

of wax relative to the weight of the fruit is the greatest in the fruits of . 

Showaf ukuhaze among the Rhus succedanea subspecies, and in Rhus Toxico-

dendron var. vulgaris. On the contrary it is amall in Rhus silvestris and 

                                                                                                                                                                                                               • Rhus trichocarpa. 

   Judging from the above facts, the quantity of wax yielded from the 

fruit is proportionate to the size of the mesocarp ; and the size of the meso-

carp is related to the size of the fruit and seed, especially that of the 
seed. It follows that the percentage of wax yielded estimated by the rela-

tive size' of the various parts of tissue on the section of the fruits.


